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日本社会福祉教育学会
第 15回春季研究集会

社会福祉士養成
新カリキュラムにおける
2カ所・240時間実習
実施に関する
課題解決に向けて



13:00 開会
挨拶（日本社会福祉教育学会会長 志水 幸 氏）

13:10

各養成校からの実施報告

○新見公立大学　高杉 公人 氏

○同志社大学　　小野 セレスタ摩耶 氏

○関西学院大学　竹森 美穂 氏

コーディネーター：川島 惠美 氏（関西学院大学）

14:10 休憩

14:20 登壇者及び参加者によるディスカッション
「３つの課題への対応・工夫について」

15:00 各グループからの報告

15:30 閉会

　日本社会福祉教育学会では、新カリキュラムが本格導入された2022年度から2024年度までの期間、
継続的に２カ所・240時間実習の実施に関連するシンポジウムやワークショップを行なってきた。
　第12回の春季研究集会では、基調講演とシンポジウムを開催、第19回大会では開催校主催でワーク
ショップを実施、更に第14回春季研究集会において再度ワークショップを開催した。

　これらの継続的な集まりに参加された皆さんから出されたものをまとめると、実習実施にあたり、
①異なる２カ所の実習をどのようにつなぐのか、②異なる２カ所目の実習先との連携のあり方、③実
習先・養成校・実習生それぞれへの負担増にどのように対応すべきか、という３つの課題に集約され
る結果となり、第20回大会（2024年9月）で報告のポスターを掲出した。

　今回の春季研究集会では、２カ所実習として継続してきたテーマの総まとめ的な意味で、特色ある
方法で実習を実施しておられる養成校から実施報告をしていただき、更に各校の工夫などを出し合っ
て上記の３つの課題への対応を話し合う機会を設けたいと考えている。
　すでに２カ所実習が２年目を終えた養成校が多いと思われるので、それぞれの経験からアイディア
を持ち寄り、今後のより良い２カ所実習へとつながっていくことをめざしたい。

＜プログラム＞

＜開催趣旨＞


